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＊1：イクメンプロジェクト 　社会全体で、男性がもっと積極的に育児に関わることができる一大ムーブメントを巻き起こすべく、今年6月に発足したプロジェクト。ホームページ http://www.ikumen-project.jp
＊2：ワーク・ライフ・バランス 　一人ひとりがやりがいを持ちながら働き仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活でも、人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できることを指します。
＊3：DV防止法 　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」の略称。

　

私
は
昭
和
３
年
生
ま
れ
の
亭
主

関
白
を
貫
い
た
父
親
に
育
て
ら
れ

ま
し
た
が
、
子
ど
も
な
が
ら
に
、

父
親
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
ら

幸
せ
な
家
庭
を
築
く
こ
と
は
無
理

だ
な
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。
そ

の
後
結
婚
し
て
子
ど
も
に
恵
ま

れ
、
苦
労
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
妻
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
も
自

分
な
り
に
子
育
て
に
協
力
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
み
た

と
き
に
「
こ
れ
は
特
別
な
能
力
じ

ゃ
な
い
、
ど
ん
な
父
親
で
も
意
識

と
環
境
を
整
え
れ
ば
育
児
参
加
で

き
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
家
族
に
と

っ
て
も
、
パ
パ
の
人
生
も
バ
ラ
色

に
な
る
は
ず
だ
」
と
思
っ
た
ん
で

す
。

　

そ
こ
で
「
笑
っ
て
い
る
父
親
を

増
や
そ
う
！
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
、
父
親
を
支
援
す
る
日
本
初
の

N
P
O
法
人
「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
F
J
）
」
を
４

年
前
に
立
ち
上
げ
、
父
親
の
育
児

参
加
や
父
子
家
庭
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

社
員
が
育
児
休
暇
を
取
得
し
や

す
く
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
ト

ッ
プ
、
さ
ら
に
は
中
間
管
理
職
の
人

た
ち
が
進
ん
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス（
＊
2
）
を
実
践
し
て
い

1962 年東京都生まれ。明治大学卒業後、出版社、
書店店長、楽天ブックスなどを経て、2006年に父親
子育て支援事業を軸とするNPO法人ファザーリン
グ・ジャパン（FJ）を設立、代表に就任。2010年6月よ
りイクメンプロジェクト座長。家庭では３児の父親とし
て積極的に育児参加中。著書に「パパの極意」
（NHK出版）ほか。

「子育ての楽しさも大変さも夫婦で共
有したい。」　大島在住　高橋さん

安藤哲也（あんどうてつや）さん

　

男
性
の
子
育
て
参
加
が
叫
ば
れ
る
な
か
、今
年
6
月
に
は「
パ

パ
休
暇
」な
ど
新
制
度
が
施
行
。厚
労
省
主
導
に
よ
る「
イ
ク
メ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
1
）が
発
足
し
、サ
ポ
ー
タ
ー
も
増
大
中

で
す
。こ
う
し
た
背
景
や
父
親
の
育
児
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い

て
、ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
安
藤
哲
也
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
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パ
パ
が
も
っ
と
育
児
参
加
す
れ
ば
日
本
の
社
会
は
明
る
く
な
る
！

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
！ 

子
育
て

パ
パ
の
育
児
参
加
が

家
族
の
幸
せ
の
種
に

ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
か
ら

始
め
る
こ
と
が
急
務

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

父
親
支
援
を
一気
に
加
速

育
休
を
取
り
た
く
て
も

取
れ
な
い
パ
パ
た
ち
へ

日本人男性の育児休業取
得率は平成21年度で1.72
％と過去最高となったもの
の、北欧の70％台、欧州の
50％台と比べれば世界でも
稀に見る低水準です。その
一方で、男性の育児休業取
得希望は3割にのぼります。

男性も育休を取りたいのに取れない！

父子家庭の排除の問題を解消した改正児童扶養手当法が8月１日か
ら施行されています。申請窓口は各区市町村で、一定の所得以下の
場合に月4万1720円～9850円が支給されます。

＜父子家庭にも児童扶養手当が支給されます＞

６月30日に施行された改正育児介護休業法で、産後8週間の育児休
業（パパ休暇）が父親に認められました。FJではこの期間に育休を取
得する“さんきゅーパパ”への経済支援や孤立化防止、環境改善を推
進しています。（HP）http://www.fathering.jp/sankyu/

さんきゅーパパプロジェクト
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日本の男性の育児休業取得率（厚労省）

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
企
業
は
業
務
評
価
対
象
に

「
19
時
退
社
」
を
加
え
た
結
果
、

残
業
量
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
で
も
、
文
京
区

長
や
佐
久
市
長
な
ど
行
政
の
長
が

率
先
し
て
育
休
を
取
得
し
て
い
ま

す
。
社
長
に
そ
の
よ
う
な
余
裕
が

な
い
場
合
は
、
人
事
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
。
諦
め
ず
に
、
粘
り
強

く
交
渉
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
主
目
的
は
、
１
つ
は
少
子
化
対

策
、
も
う
１
つ
は
女
性
の
就
労
率

ア
ッ
プ
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
厚
生
労
働
省
が
推

進
し
て
い
る
、
つ
ま
り
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
い
う
点
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

国
が
動
け
ば
、
地
方
自
治
体
に

一
気
に
波
及
し
ま
す
。
た
だ
、
大

事
な
こ
と
は
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で

終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
。
き
ち

ん
と
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
し
て

社
会
に
定
着
さ
せ
る
。
私
の
中
で

は
、
完
全
定
着
を
7
年
後
に
据
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

育
児
は
期
間
限
定
で
す
。
後
に

な
っ
て
「
あ
の
と
き
ち
ゃ
ん
と
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し

て
も
、
や
り
直
し
が
効
き
ま
せ

ん
。
育
児
と
は 

〝
我
が
家
だ
け
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
〞
で
す
。

　

育
児
に
関
わ
る
こ
と
で
さ
ま
ざ

ま
な
発
見
が
あ
り
、
職
場
と
は
違

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
人
脈
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
が
最
終
的
に
は

私
達
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
な

る
の
で
す
。

　

子
育
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
20
年
、

30
年
を
妻
や
地
域
の
人
と
暮
ら
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
に
い
っ

た
い
何
が
大
切
か
を
考
え
れ
ば
、

答
え
は
自
ず
と
わ
か
る
は
ず
で

す
。

　

第
三
期
江
東
区
男
女
共
同
参

画
審
議
会
の
任
期
満
了
に
伴
い

新
た
に
第
四
期
審
議
会
が
今
年

５
月
12
日
に
公
募
５
名
を
含
む

15
名
の
委
員
に
よ
り
発
足
い
た

し
ま
し
た
。
（
下
表
参
照
）

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
、
江

東
区
男
女
共
同
参
画
条
例
に
基
づ

き
、
本
区
の
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、
区
長
の
附
属
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
の
第
5
次

江
東
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計

江
東
区
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
発
足

江
東
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審
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江
東
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男
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参
画
審
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会
の
発
足

江
東
区
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
発
足

江
東
区
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
発
足

■
第
四
期

　

本
区
で
は
、
重
要
施
策
の
一
つ

と
位
置
づ
け
て
い
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
平
成
16

年
（
2
0
0
4
年
）
3
月
に
「
江

東
区
男
女
共
同
参
画
条
例
」
を
制

定
し
、
平
成
18
年
（
2
0
0
6
年
）

3
月
に
は
、
「
江
東
区
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
21
（
改
定
版
）
」
（
平
成

18
〜
22
年
度
）
を
策
定
し
、
男
女

共
同
参
画
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
で
現
行
動
計
画
の
期
間

が
満
了
と
な
る
た
め
、
現
在
、
平

成
23
年
度
か
ら
の
5
ヵ
年
計
画
と

し
て
、
第
5
次
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
（
平
成
23
〜
27
年
度
）
の

策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

D
V
防
止
法
（
＊
3
）
の
改
正

や
、
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
推

進
な
ど
の
男
女
共
同
参
画
関
連
の

国
の
動
向
や
、
昨
年
実
施
し
た
区

民
お
よ
び
区
内
企
業
の
「
江
東
区

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
実

態
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
区

長
の
諮
問
を
受
け
た
江
東
区
男
女

共
同
参
画
審
議
会
で
審
議
し
て
い

ま
す
。

　

新
行
動
計
画
は
審
議
会
の
答
申

を
経
て
、
平
成
23
年
（
2
0
1
1

年
）
3
月
に
策
定
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
予
定
で
す
。

　

新
行
動
計
画
で
は
、
区
の
将
来

像
を
描
い
た
「
基
本
構
想
」
を
実

現
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
江

東
区
長
期
計
画
」
の
中
で
掲
げ
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」

の
た
め
の
次
の
4
柱
を
、
計
画
の

目
標
と
連
動
さ
せ
る
形
で
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

①
男
女
平
等
意
識
の
向
上

②
性
別
に
よ
ら
な
い
あ
ら
ゆ
る
活

動
へ
の
参
加
拡
大

③
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進

④
異
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力

の
根
絶

　

策
定
に
あ
た
り
、
11
月
9
日
に

「
江
東
区
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
ほ
か

（
1
P
下
段
囲
み
記
事
参
照
）
、

12
月
に
全
戸
配
布
の
区
報
特
集
号

と
し
て
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

江
東
区
で
は
現
在
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
５
ヵ
年
計
画

と
し
て
新
た
な
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の
策
定
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

第
５
次
江
東
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
策
定
中
！

「
江
東
区
男
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共
同
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江
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計
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標

計
画
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標

計
画
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目
標

1212
月
に
パ
ブ
コ
メ
予
定

月
に
パ
ブ
コ
メ
予
定

12
月
に
パ
ブ
コ
メ
予
定

意
識
実
態

意
識
実
態

調
査
を
反
映

調
査
を
反
映

意
識
実
態

調
査
を
反
映

画
の
策
定
が
第
四
期
の
重
点
的

取
り
組
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。江上 千惠子

新澤 誠治

櫻木 晃裕

大原 紀久男

笠原 章

金田 恵美子

川口 日登美

島村 京子

庄司 菊江

竹内 正彦

永島 敏江

野嶋 治

元村 早苗

山口 浩

吉田 正子 
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委員

委員

委員

委員

委員

第四期審議会委員

（敬称略）


